
・自車や物流センターでの使用済みのｽﾄﾚｯﾁﾌｨﾙﾑ、ポリ袋、
PPバンドを全社員で分別回収を徹底することにより、リサ
イクル企業に回収してもらい。従来有償で処分していた物
を、有価での売却に変更、コスト削減にも成功。
・2023年度6.597ｔをリサイクル
7.46ｔのCO２削減効果。

SDGs ナレッジバンク（事業者会員）
Vol.05

・法令遵守、労働時間、休日、心身の健康、安心・安定、多様な人
材の確保・育成の5項目に自主性・先進性等を加えた6項目を満
たし国土交通省の2つ星認定を受けました。
・長時間労働の抑制のためのシス（MIMAMORI・ジコナックス）、
遠隔点呼システム（点呼+）の導入、障がい者雇用、運転免許取
得支援、健康管理の徹底、ハラスメント防止、労働時間の短縮
（休日の増加）などに取り組んでいます。

CASE 01 働きやすい職場認証２つ星

CASE 02 使用済ｽﾄﾚｯﾁﾌｨﾙﾑのﾘｻｲｸﾙ

SDGs取組の目的・キッカケ

トラックやフォークリフトを使用しての事業
のためCO２を大量排出していることへの責
任を感じるとともに、環境、社会、経済目標
とも事業との相性の良さも感じ、更に、いず
れ顧客からも要請があると考えて取り組み
を始めました。

・デジタルタコメータ（MIMAMORI）の機能を利用し、
アイドリングストップやスピード、急発進、急加速・急減
速など毎日の運転を管理し省エネ運転に努めています。
・全社員に「エコドライブ１０の心得」の教育。

CASE 03 エコドライブ

弊社の利用する野添産業殿の
リサイクルシステム

谷口運送株式会社

MIMAMORI経済運転採点

http://www.jta.or.jp/tekiseika/teki_list/index.html


従業員が「ウチの会社は良いことに取り組んでいる」という意識を
持つことができ、会社を好きになってくれたこと

会 社 名 ： 谷口運送株式会社

所 在 地 ： 東京都品川区

代 表 者 ： 安田 行男

設 立 ： 1949年2月

社 員 数 ： 約320名

車 両 台 数 ： １９８台（トレーラ含）

事 業 内 容 ： 自動車部品の生産物流
運送(60%)作業(17%)梱包
(12%) 倉庫(9%)その他
(2%)

取り組んで良かったこと

苦労（工夫）したこと

荷主企業・サプライヤーへのメッセージ

社外への発信

特別なことを新規で取り組むのではなく、企業で習慣化している取
り組みがＳＤＧｓに繋がっていることで、日常的に行っている行動を
少し変える、意識を変化させることが難しく、SDGｓとの関わりの
見える化や用語が飛び交うコミュニケーションを取ることで自然と
習慣化していくことが重要と感じています。

当社ではSDGsを通じて環境では環境負荷を認識し負荷低
減を、社会では人を大切にすることで成長し、経済では新し
い価値を追求し続ける会社を目指そうと考えております。
100年企業が次の100年を創造するために取り組んでおり
ます。

HPにＳＤＧｓのコーナーを掲載するとともに、
社内報での啓もう活動も実施しています

W e b ： http://www.taniguchiunso.co.jp

社 内 報 ： NEW MINI ＣＡＲＲＹ
「私たち谷口運送のＳＤＧｓ」のコラム

会社概要

Web

谷口運送株式会社


